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は
じ
め
に

　

東
京
都
の
南
方
三
〇
〇
キ
ロ
の
海
上
に
位
置
す
る
八
丈
島
は
、
今
日
で
は
流

人
の
島
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
中
近
世
に
お
け
る
漂
着
船
に
関
す
る
記
録
や
資

料
が
多
数
残
り
、
八
丈
島
の
み
な
ら
ず
対
外
交
流
史
研
究
の
う
え
で
重
要
な
位

置
を
占
め
て
い
る
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。
既
に
大
庭
脩
氏
に
よ
っ
て
『
寶
暦

三
年
八
丈
島
漂
着
南
京
船
資
料
―
江
戸
時
代
漂
着
唐
船
資
料
集
一（

1
）

―
』
や

『
漂
着
船
物
語
―
江
戸
時
代
の
日
中
交
流（

2
）

―
』
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
日
中

交
流
史
の
上
で
も
貴
重
な
資
料
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
宝
暦

三
年
（
一
七
五
三
）
に
漂
着
し
た
唐
船
の
船
員
は
八
丈
島
滞
在
中
、
同
島
大
賀

郷
に
あ
っ
た
長
楽
寺
を
宿
舎
と
し
、
唐
船
の
船
材
は
解
体
さ
れ
て
長
楽
寺
山
門

と
し
て
再
生
さ
れ
、
船
員
か
ら
寺
へ
寄
進
さ
れ
た
。
長
楽
寺
が
宿
舎
と
な
っ
た

の
は
長
楽
寺
住
職
の
遠
祖
が
天
文
一
六
年
（
一
五
四
七
）
に
漂
着
し
た
明
人
宗

感
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
お
り
、
そ
れ
以
前
に
も
明
人
宗
閑
が
漂
流
来
島

し
て
い
る
こ
と
が
『
八
丈
嶋
海
雲
山
相
伝
院
長
楽
寺
歴
代
年
譜
之
事（

3
）』

に
記
さ

れ
て
お
り
、
近
世
仏
教
関
係
資
料
の
う
え
で
も
八
丈
島
関
係
資
料
は
看
過
で
き

な
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

八
丈
島
歴
史
民
俗
資
料
館
に
は
、
も
と
同
島
大
賀
郷
の
釈
迦
堂
に
安
置
さ
れ

て
い
た
羅
漢
坐
像
一
躯
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
羅
漢
坐
像
は
、
法
衣
の
上
に
外

套（
マ
ン
ト
）を
着
し
た
独
特
な
像
容
を
示
し
て
お
り
、
既
に
昭
和
三
五
年（
一

九
六
〇
）
年
に
「
木
造
南
蛮
風
羅
漢
坐
像
」
の
名
称
で
東
京
都
有
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
雨
乞
い
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
た
経
緯
か
ら

民
俗
分
野
で
の
指
定
で
あ
っ
た
た
め
、
羅
漢
坐
像
を
め
ぐ
る
製
作
地
や
製
作
時

期
を
は
じ
め
と
す
る
彫
刻
史
的
な
考
察
は
、
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
な
い
ま
ま
に
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
〇
年
秋
、
八
丈
島
歴
史
民
俗
資
料
館
（
以
下
、
八
丈
島
資
料
館
）
に

て
羅
漢
坐
像
を
調
査
す
る
機
会
を
得
た
の
で
、
こ
こ
で
改
め
て
羅
漢
坐
像
の
概

要
を
紹
介
し
、
日
本
近
世
彫
刻
史
上
か
ら
み
た
若
干
の
考
察
を
試
み
た
い
と
思

う
。



二

一
．
木
造
南
蛮
風
羅
漢
坐
像

　

羅
漢
坐
像
は
、
総
高
三
七
・
五
㎝
、
像
高
二
四
・
五
㎝
を
計
る
像
で（

4
）、

剃
髪
で

眉
を
寄
せ
て
目
を
や
や
見
開
い
て
正
面
を
向
き
、
口
を
わ
ず
か
に
開
け
て
二
本

の
上
前
歯
を
あ
ら
わ
す
面
相
で
、
耳
朶
は
不
貫
な
が
ら
金
属
製
環
を
付
け
て
い

る
。
法
衣
は
両
肩
を
覆
う
よ
う
に
通
肩
状
に
ま
と
い
、
両
手
は
衣
の
内
に
覆
わ

れ
て
表
わ
さ
れ
て
い
な
い
。
岩
座
上
に
趺
坐
す
る
。
法
衣
は
い
っ
た
ん
膝
奥
に

た
く
し
込
ま
れ
た
後
、
折
り
返
さ
れ
て
再
び
岩
座
正
面
に
懸
か
り
長
く
垂
下
す

る
。
法
衣
の
上
か
ら
は
首
元
で
留
め
た
外
套
を
覆
い
、
体
側
に
沿
っ
て
岩
座
ま

で
垂
下
す
る
。

　

構
造
は
広
葉
樹
系
の
用
材
を
用
い
、
頭
躰
及
び
台
座
を
含
め
て
一
木
か
ら
彫

刻
さ
れ
内
刳
り
は
施
さ
れ
て
い
な
い
。
眼
は
彫
眼
。
仕
上
げ
は
現
状
で
赤
漆
塗

り
と
す
る
。
な
お
虫
喰
が
著
し
か
っ
た
頭
頂
部
左
側
及
び
左
膝
前
、
衣
下
端
の

一
部
は
補
修
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

用
材
を
通
常
の
ヒ
ノ
キ
材
で
は
な
く
広
葉
樹
系
の
材
を
使
用
し
て
い
る
点
や

台
座
ま
で
を
一
材
で
彫
出
し
内
刳
り
を
施
さ
な
い
点
な
ど
か
ら
日
本
の
仏
教
彫

刻
と
は
異
質
な
構
造
で
あ
る
。
丸
い
面
相
に
両
眼
を
大
き
く
見
開
き
、
頬
、
眉

や
頬
に
抑
揚
を
つ
け
た
表
情
は
日
本
で
製
作
さ
れ
た
仏
像
に
は
見
ら
れ
な
い
卑

俗
と
も
い
え
る
俗
っ
ぽ
い
写
実
性
が
感
じ
ら
れ
、
京
都
・
萬
福
寺
十
八
羅
漢
像

な
ど
に
み
る
表
情
と
も
通
底
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
羅
漢
坐
像
は
中
国
で

製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
製
作
時
期
も
一
七
世
紀
後
半
頃
と
推
測
で
き
る
。

　

羅
漢
坐
像
に
つ
い
て
は
、
文
政
一
〇
年（
一
八
二
七
）に
八
丈
島
流
罪
と
な
っ

た
近
藤
富
蔵
が
八
丈
島
の
歴
史
や
地
理
等
を
著
し
た
『
八
丈
実
記
』
に
も
挿
図

入
り
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。『
八
丈
実
記
』（

5
）に

は
「
釈
迦
堂
安
置
海
中
出
現
元

禄
七
甲
戌
歳
五
月
上
野
喜
左
エ
門
後
善
右
エ
門
森
清
□
像
供
養
之
達
摩
尊
者
像

御
長
ケ
九
寸
程
台
座
高
サ
四
寸
五
分
巾
八
寸
程
」と
記
さ
れ
、
羅
漢
坐
像
が「
海

中
出
現
」
の
像
で
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
五
月
に
島
奉
行
で
あ
る
上
野
喜

左
エ
門
が
釈
迦
堂
に
寄
進
安
置
し
た
も
の
で
、
御
長
ケ
九
寸
程
、
台
座
高
サ
四

寸
五
分
、
巾
八
寸
程
を
計
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
近
藤
富
蔵
は
羅
漢
坐
像
を

「
達
摩
尊
者
像
」
と
み
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

い
ま
、『
八
丈
実
記
』
記
載
の
寸
法
と
羅
漢
像
の
細
部
法
量
と
を
比
較
す
る

と
、
像
高
二
四
・
五
㎝
（
八
寸
）
台
座
高
一
三
・
〇
㎝
（
四
寸
三
分
）、
像
最
大

幅
一
九
・
六
㎝
（
六
寸
四
分
）
と
法
量
は
微
妙
に
異
な
る
も
の
の
、
台
座
地
付

付
近
を
除
き
そ
の
形
状
は
挿
図
と
ほ
ぼ
類
似
し
て
お
り
、
特
に
法
衣
の
上
に
外

套
を
着
し
た
服
制
や
両
膝
頭
の
渦
紋
な
ど
、
羅
漢
坐
像
の
特
徴
を
よ
く
捉
え
て

い
る
こ
と
か
ら
『
八
丈
実
記
』
所
収
の
「
達
摩
尊
者
像
」
は
八
丈
島
資
料
館
羅

漢
像
を
示
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
本
像
の
製
作
時
期

は
少
な
く
と
も
元
禄
七
年
を
下
さ
ら
な
い
時
期
で
あ
る
こ
と
が
了
承
で
き
る
。

さ
ら
に
「
海
中
出
現
」
像
と
す
る
記
述
は
も
と
よ
り
信
に
足
る
も
の
で
は
な
い

が
、
そ
こ
に
羅
漢
像
伝
来
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
も
出
来
る
の
で
は
な
い
か

と
想
像
さ
れ
る
。

　

冒
頭
で
も
触
れ
た
よ
う
に
八
丈
島
や
周
辺
海
域
で
は
有
史
以
来
、
日
本
・
中

国
を
問
わ
ず
多
数
の
船
舶
が
漂
流
、
難
破
し
て
い
る
。
漂
流
船
・
難
破
船
の
積

載
品
は
所
定
の
手
続
き
を
踏
ま
え
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
は
、
前
掲
書
で
も
触
れ
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ら
れ
て
い
る
が
、
漂
着
物
に
関
し
て
は
ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
で
あ
っ
た
の
だ

ろ
う
か
。

　

江
戸
時
代
の
漂
着
物
に
対
す
る
扱
い
は
、
段
木
一
行
氏
に
よ
る
伊
豆
諸
島
・

新
島
で
の
考
察
が
参
考
と
な
る（

6
）。

段
木
氏
に
よ
れ
ば
、
漂
着
物
は
島
奉
行
へ
届

け
ら
れ
、
奉
行
か
ら
は
漂
着
周
辺
の
浜
辺
に
六
カ
月
間
立
札
を
行
う
よ
う
指
示

が
な
さ
れ
、
そ
の
間
に
所
有
者
が
現
れ
な
か
っ
た
場
合
、
漂
着
物
の
所
有
権
は

拾
得
者
側
に
移
る
、
現
行
の
遺
失
物
処
理
と
同
様
の
手
続
き
が
取
ら
れ
た
こ
と

を
指
摘
し
て
い
る
。

　
『
八
丈
実
記
』
に
み
る
「
海
中
出
現
」
の
記
事
は
、
い
わ
ゆ
る
羅
漢
像
が
出

所
不
明
で
あ
る
点
や
釈
迦
堂
へ
寄
進
し
た
の
が
島
奉
行
で
あ
る
上
野
喜
左
エ
門

で
あ
る
こ
と
か
ら
伝
来
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
想
像
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

羅
漢
像
は
漂
着
物
つ
ま
り
沖
合
を
航
行
す
る
船
舶
の
積
載
品
あ
る
い
は
什
品

で
あ
り
、
八
丈
島
へ
漂
着
し
た
後
、
島
民
が
拾
い
上
げ
て
所
定
の
手
続
き
を
踏

ん
だ
後
に
拾
得
者
へ
羅
漢
像
の
所
有
権
が
移
っ
た
が
、
拾
得
者
も
そ
の
受
領
を

拒
ん
だ
た
め
、
や
む
な
く
島
奉
行
上
野
善
右
衛
門
が
引
取
り
、
釈
迦
堂
に
寄
進

し
た
も
の
と
。

　

江
戸
時
代
、
八
丈
島
島
内
に
は
宗
福
寺
（
浄
土
宗
）
や
長
楽
寺
（
真
言
宗
）

な
ど
の
寺
院
の
ほ
か
に
地
蔵
堂
な
ど
も
存
在
す
る
が
、
宗
旨
か
ら
羅
漢
像
を
安

置
出
来
る
禅
宗
系
寺
院
は
存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
島
奉
行
上
野
善
右
衛
門
が

釈
迦
堂
へ
寄
進
と
い
う
形
を
採
用
し
た
も
の
と
想
像
で
き
る
。

二
．
外
套
を
ま
と
う
彫
像

　

さ
て
、
羅
漢
坐
像
の
大
き
な
特
徴
は
法
衣
の
上
か
ら
外
套
を
着
す
独
特
の
像

容
に
あ
る
。
い
ま
、
日
本
に
所
在
す
る
近
世
彫
刻
作
品
の
な
か
か
ら
法
衣
の
上

か
ら
外
套
を
着
し
た
作
例
を
掲
げ
る
と
、
管
見
で
は
、
以
下
の
作
例
が
知
ら
れ

る
。

　

ひ
と
つ
は
長
崎
・
崇
福
寺
大
雄
宝
殿
に
安
置
さ
れ
る
十
八
羅
漢
像
の
う
ち
諾

距
羅
尊
者
像
。
像
高
一
一
一
・
五
㎝
を
計
り
、
寄
木
造
、
彫
眼
、
漆
箔
仕
上
げ

と
す
る
像
で
、
内
衣
を
頭
か
ら
被
り
、
そ
の
上
か
ら
、
貫
頭
衣
状
の
外
套
を

す
っ
ぽ
り
と
覆
い
、
両
手
を
内
側
に
包
み
込
む
像
で
あ
る
。
八
丈
島
資
料
館
羅

漢
像
の
内
衣
と
同
じ
く
、
纏
っ
た
外
套
を
腰
下
に
折
り
込
ん
だ
か
た
ち
で
坐
し

て
い
る
。
諾
距
羅
尊
者
像
に
銘
記
は
な
い
も
の
の
、
大
雄
宝
殿
本
尊
で
あ
る
釈

迦
三
尊
像
の
胎
内
に
は
銀
製
五
臓
、
布
製
六
腑
な
ど
と
と
も
に
「
延
宝
五
年
」

銘
の「
羅
漢
奉
加
人
数
」（
巻
子
）が
納
め
ら
れ
、
ま
た
五
臓
に
は「
承
應
二
年
」、

六
腑
に
は
徐
潤
陽
・
宣
海
錦
な
ど
の
作
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る（

7
）。

こ
の
こ
と
か

ら
諾
距
羅
尊
者
像
を
含
む
十
八
羅
漢
像
は
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
頃
に
中
国

人
仏
師
徐
潤
陽
・
宣
海
錦
の
手
に
よ
っ
て
長
崎
で
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。

　

次
い
で
外
套
を
着
し
た
例
と
し
て
は
、
沖
縄
・
円
覚
寺
山
門
上
に
安
置
さ
れ

た
十
六
羅
漢
像
の
う
ち
の
立
像
二
躯
が
あ
げ
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
円
覚
寺

の
仏
像
群
は
昭
和
二
〇
年
の
沖
縄
戦
の
際
に
大
破
し
、
一
六
躯
の
う
ち
八
躯
が

残
る
の
み
だ
が
、
そ
の
う
ち
の
二
躯
は
法
衣
の
上
か
ら
首
元
で
留
め
た
外
套
を
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着
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
い
ず
れ
も
広
葉
樹
系
の
材
か
ら
頭
部
か
ら

台
座
ま
で
を
一
木
で
彫
出
し
、
彫
眼
、
彩
色
仕
上
げ
と
し
て
い
る
。

　
『
琉
球
国
由
来
記
』
に
よ
れ
ば
、
円
覚
寺
山
門
十
六
羅
漢
像
は
、
旧
像
が
「
壊

敗
甚
極
」
し
い
た
め
に
康
煕
三
五
年
（
一
六
九
六
）
年
に
中
国
・
福
建
か
ら
新

た
に
「
観
音
世
菩
薩
及
十
六
羅
漢
木
像
」
を
請
来
し
た
と
記
さ
れ（

8
）、

十
六
羅
漢

像
の
製
作
時
期
も
そ
の
頃
と
み
ら
れ
る
。

　

最
後
に
富
山
・
瑞
龍
寺
達
磨
大
師
坐
像
。「
マ
ン
ト
姿
の
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
」

像
と
親
し
ま
れ
る
達
磨
大
師
坐
像
は
仏
殿
脇
壇
に
安
置
さ
れ
、
像
高
四
〇
・
五

㎝
を
計
る
。
剃
髪
姿
で
、
眉
を
寄
せ
目
を
や
や
見
開
き
、
口
を
わ
ず
か
に
開
け

て
二
本
の
上
前
歯
を
み
せ
る
。
眉
毛
、
髭
は
練
物
風
の
も
の
で
塑
形
さ
れ
て
貼

り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
法
衣
と
そ
の
上
か
ら
外
套
を
着
し
、
両
手
は
衣
に
包
み

隠
す
。
外
套
の
合
わ
せ
目
か
ら
わ
ず
か
に
腹
部
を
み
せ
る
。
構
造
は
広
葉
樹
系

の
材
を
用
い
て
製
作
さ
れ
、
一
木
造
、
内
刳
り
は
施
さ
れ
な
い
。
像
容
、
構
造

と
も
八
丈
島
資
料
館
羅
漢
像
と
類
似
し
、
瑞
龍
寺
達
磨
大
師
坐
像
も
中
国
製
の

仏
像
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

瑞
龍
寺
は
、
加
賀
藩
三
代
藩
主
前
田
利
常
に
よ
っ
て
前
藩
主
の
前
田
利
長
の

三
十
三
回
忌
に
あ
た
る
正
保
三
年
（
一
六
四
六
）
頃
か
ら
伽
藍
整
備
が
行
わ
れ
、

特
に
明
暦
元
年
（
一
六
五
五
）
頃
を
中
心
に
前
田
利
常
に
よ
っ
て
書
画
な
ど
多

数
の
文
物
が
瑞
龍
寺
へ
寄
進
さ
れ
て
い
る
。
寄
進
文
物
の
多
く
は
利
常
が
寛
永

一
四
年
（
一
六
三
七
）
に
矢
野
所
左
衛
門
、
瀬
尾
権
兵
衛
を
買
付
家
臣
と
し
て

京
都
や
大
阪
、
長
崎
に
派
遣
し
て
収
集
し
加
賀
へ
も
た
ら
せ
た
後
に
瑞
龍
寺
へ

寄
進
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

9
）。

瑞
龍
寺
に
は
達
磨
大
師
像
の
ほ
か

に
一
七
世
紀
後
半
頃
に
製
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
中
国
製
韋
駄
天
像
も
安
置
さ

れ
て
お
り
、
達
磨
像
も
長
崎
な
ど
か
ら
買
い
付
け
た
文
物
の
ひ
と
つ
と
み
ら
れ

る
。

　

以
上
、
三
例
な
が
ら
、
外
套
を
着
す
る
作
例
は
い
ず
れ
も
中
国
製
あ
る
い
は

中
国
人
仏
師
の
手
に
よ
る
作
品
で
あ
る
こ
と
が
了
承
さ
れ
、
八
丈
島
資
料
館
羅

漢
像
が
中
国
製
で
あ
る
こ
と
を
裏
付
け
る
。
ま
た
そ
れ
と
と
も
に
羅
漢
、
達
磨

と
像
名
に
違
い
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
一
七
世
紀
の
作
品
で
あ
る

こ
と
か
ら
衣
の
上
か
ら
外
套
を
被
う
形
は
当
時
の
明
末
清
初
彫
刻
の
一
特
徴
と

み
る
こ
と
も
で
き
る
。
と
く
に
瑞
龍
寺
像
は
、
法
量
こ
そ
違
え
る
も
の
の
、
そ

の
形
姿
は
八
丈
島
資
料
館
羅
漢
像
と
類
似
し
、
瑞
龍
寺
像
が
達
磨
大
師
像
と
し

て
仏
殿
脇
壇
に
安
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
さ
れ
る
。
先
に
見
た
『
八
丈

実
記
』
で
も
近
藤
富
蔵
は
羅
漢
像
を
「
達
摩
尊
者
像
」
と
称
し
て
お
り
、「
南

蛮
風
羅
漢
坐
像
」
は
達
磨
大
師
像
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
も
成
り
立
つ
。
次

に
こ
の
点
に
つ
い
て
日
本
美
術
史
の
上
か
ら
達
磨
像
の
変
遷
に
つ
い
て
み
て
い

き
た
い
。

　

三
．
達
磨
彫
像
の
展
開
―
唐
様
彫
刻
の
な
か
で
―

　

達
磨
大
師
を
表
現
し
た
作
品
は
絵
画
、
彫
刻
を
問
わ
ず
日
本
で
も
多
数
製
作

さ
れ
て
き
た
。
周
知
の
如
く
達
磨
（
ボ
ー
デ
ィ
ダ
ル
マ
）
は
禅
宗
を
イ
ン
ド
か

ら
中
国
に
伝
え
ら
れ
た
と
さ
れ
る
僧
で
、
そ
の
伝
記
に
は
伝
説
的
要
素
も
付
加

さ
れ
る
が
、
景
徳
元
年
（
一
〇
〇
四
）
に
道
原
が
朝
廷
に
上
呈
し
た
『
景
徳
伝

灯
録
』
で
は
南
天
竺
国
香
至
王
の
第
三
王
子
で
、
般
若
多
羅
の
法
を
嗣
い
で
五



八
丈
島
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
羅
漢
像
に
つ
い
て

五

二
七
年
に
中
国
へ
到
着
し
た
と
さ
れ
る
。

　

日
本
絵
画
史
に
お
い
て
は
、
一
三
世
紀
に
禅
宗
の
隆
盛
に
伴
う
水
墨
画
の
請

来
と
と
も
に
達
磨
図
が
日
本
へ
も
た
ら
さ
れ
る
。
山
梨
・
向
嶽
寺
蔵
達
磨
図
は
、

画
面
上
部
に
朗
然
居
士（

10
）の

た
め
に
寄
せ
た
蘭
渓
道
隆
の
着
賛
が
あ
り
、
蘭
渓
道

隆
の
没
年
（
弘
安
元
年
・
一
二
七
八
）
が
製
作
時
期
の
下
限
と
さ
れ
る
。
朱
衣

を
頭
か
ら
被
り
岩
上
で
座
禅
す
る
達
磨
大
師
は
、
耳
環
を
付
け
、
髭
を
た
く
わ

え
た
碧
眼
の
胡
僧
と
し
て
表
さ
れ
、
わ
ず
か
に
開
い
た
口
元
に
は
上
歯
二
本
が

見
え
て
い
る
。
こ
れ
は
達
磨
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
欠
歯
の
老
胡（

11
）」

を
表
し
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。

　

朱
衣
を
頭
か
ら
被
り
、
前
歯
を
見
せ
て
座
禅
す
る
達
磨
図
は
基
本
的
な
イ

メ
ー
ジ
と
し
て
定
着
し
な
が
ら
も
、
一
方
で
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
の
一
休

宗
純
に
よ
る
着
賛
が
あ
る
京
都
・
真
珠
庵
蔵
墨
渓
筆
達
磨
図
で
は
、
大
き
な
目

鼻
立
ち
で
、
口
元
を
固
く
結
び
、
髭
を
蓄
え
た
剃
頭
姿
の
達
磨
の
半
身
像
が
描

か
れ
て
い
る
。
以
後
、「
隻
履
達
磨
図
」
な
ど
も
登
場
す
る
が
、
達
磨
図
の
基

本
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
は
、
朱
衣
を
被
り
「
欠
歯
の
老
胡
」
像
と
し
て
の
達
磨
像

と
剃
髪
姿
の
達
磨
像
と
い
う
ふ
た
つ
が
併
存
し
な
が
ら
、
立
像
や
坐
像
な
ど
多

く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
も
ち
つ
つ
禅
刹
を
中
心
に
多
数
の
達
磨
図
が
描
か
れ

て
い
く
。

　

一
方
、
彫
刻
で
は
、
中
世
に
遡
る
主
な
遺
品
と
し
て
は
、
京
都
・
円
福
寺
蔵

達
磨
大
師
坐
像
と
奈
良
・
達
磨
寺
達
磨
大
師
坐
像
の
二
例
し
か
見
出
す
こ
と
は

で
き
な
い
。
円
福
寺
像
の
製
作
時
期
は
室
町
時
代
と
さ
れ（

12
）、

ま
た
達
磨
寺
像
は

永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）
に
奈
良
仏
師
椿
井
集
慶
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た
銘
記

を
も
つ
が
、
達
磨
彫
像
の
登
場
は
絵
画
に
比
べ
て
か
な
り
遅
い
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
。
中
世
に
お
い
て
達
磨
は
も
っ
ぱ
ら
絵
画
表
現
に
大
き
く
依
存
し
て
い

た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
円
福
寺
像
・
達
磨
寺
像
は
と
も
に
朱
衣
を
頭
か
ら

被
り
、
口
元
に
上
歯
二
本
を
表
し
て
座
禅
す
る
姿
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
絵
画

に
み
る
伝
統
的
な
基
本
イ
メ
ー
ジ
の
み
に
従
う
も
の
で
あ
る
。
中
世
に
お
け
る

達
磨
像
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
絵
画
で
は
、
朱
衣
を
頭
か
ら
被
り
岩
上
で
座
禅
す
る

「
欠
歯
の
老
胡
」
像
に
始
ま
り
次
い
で
剃
髪
姿
の
達
磨
像
が
登
場
す
る
の
に
対

し
て
、
彫
刻
で
は
作
品
数
も
僅
少
で
基
本
イ
メ
ー
ジ
も
絵
画
に
お
け
る
前
者
を

採
用
し
て
お
り
、
絵
画
と
彫
刻
で
は
達
磨
の
基
本
イ
メ
ー
ジ
採
用
に
大
き
な
差

異
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

江
戸
時
代
に
な
る
と
、
幕
府
の
本
末
制
度
に
よ
っ
て
各
寺
院
は
宗
派
別
に
管

理
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
宗
派
の
祖
師
に
対
す
る
信
仰
が
強
く
志
向
さ
れ
る
。
浄

土
宗
で
は
法
然
上
人
像
と
善
導
大
師
像
、
天
台
宗
で
は
伝
教
大
師
（
最
澄
）
像

と
天
台
大
師
（
智
顗
）
像
、
新
義
真
言
宗
で
も
一
部
で
は
弘
法
大
師
（
空
海
）

像
と
興
教
大
師
（
覚
鑁
）
像
が
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
彫
刻
で
表
現
さ
れ
て
各
末
寺

に
安
置
さ
れ
る（

13
）。

曹
洞
宗
各
末
寺
で
も
達
磨
大
師
像
と
伽
藍
神
と
し
て
の
大
権

修
利
菩
薩
像
（
招
宝
七
郎
）
を
安
置
す
る
よ
う
に
な
る（

14
）。

こ
れ
ら
祖
師
像
の
安

置
は
本
山
寺
院
の
配
置
を
い
わ
ば
模
倣
し
た
も
の
と
み
ら
れ
、
曹
洞
宗
本
山
永

平
寺
に
お
け
る
達
磨
大
師
像
と
大
権
修
利
菩
薩
像
の
安
置
が
端
緒
に
な
っ
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。

　

永
平
寺
に
達
磨
大
師
と
大
権
修
利
菩
薩
の
彫
像
が
安
置
さ
れ
た
時
期
は
不
明

だ
が
、
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
『
本
朝
大
仏
師
正
統
系
図
并
末
流
』

（
15
）に

よ
れ
ば
、



六

「
猶
子
二
十
七
代
」
を
名
乗
る
右
京
（
法
名
了
意
）
の
事
績
中
に
寛
文
年
間
に

永
平
寺
の
諸
仏
像
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
、
寛
文
一
一
年（
一
六
七
一
）に
能
登
・

惣
持
寺
の
仏
像
や
開
山
二
代
の
肖
像
彫
刻
が
修
復
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
時
期
不

明
な
が
ら
同
じ
右
京
の
事
績
に
美
濃
・
龍
泰
寺
の
本
尊
釈
迦
三
尊
像
に
加
え
大

権
修
理
菩
薩
像
と
達
磨
大
師
像
を
製
作
し
た
記
事
が
認
め
ら
れ
る
。
系
図
で
は

以
後
の
仏
師
も
各
地
で
大
権
修
理
菩
薩
像
と
達
磨
大
師
像
を
製
作
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
一
七
世
紀
後
半
に
は
曹
洞
宗
で
達
磨
大
師
像
と
大
権
修
理
菩
薩
像
を

安
置
す
る
こ
と
が
一
般
化
し
た
と
み
ら
れ
る
。
曹
洞
宗
寺
院
に
安
置
さ
れ
る
達

磨
大
師
像
は
、
朱
衣
を
頭
か
ら
被
り
「
欠
歯
の
老
胡
」
と
し
た
伝
統
的
な
像
容

を
採
用
し
て
い
る
。

　

曹
洞
宗
寺
院
で
の
達
磨
大
師
像
・
大
権
修
理
菩
薩
像
の
安
置
が
一
般
化
す
る

な
か
で
、
長
崎
周
辺
や
承
応
三
年
（
一
六
五
四
）
に
来
朝
し
た
中
国
明
僧
の
隠

元
隆
琦
が
創
建
し
た
京
都
・
萬
福
寺
を
中
心
に
明
末
清
初
の
彫
刻
に
基
づ
く「
唐

様
彫
刻
」
が
展
開
す
る
。
唐
様
彫
刻
は
、
誇
張
さ
れ
た
容
貌
や
ね
ち
っ
こ
い
執

拗
な
ま
で
の
表
現
を
特
徴
と
す
る
が
、
卑
見
で
は
長
崎
在
住
の
中
国
人
仏
師
で

製
作
さ
れ
た
仏
像
を
基
づ
き
長
崎
仏
師
な
ど
を
介
し
て
九
州
北
部
を
中
心
に
広

ま
っ
た
「
長
崎
系
」
と
京
都
・
萬
福
寺
諸
仏
像
の
製
作
を
行
っ
た
中
国
人
仏
工

范
道
生
の
作
品
を
も
と
に
京
都
仏
師
を
軸
に
展
開
し
た
「
黄
檗
系
」
に
大
別
で

き
る
。
京
都
・
萬
福
寺
や
長
崎
・
崇
福
寺
な
ど
で
見
る
よ
う
に
、「
長
崎
系
」「
黄

檗
系
」
の
い
ず
れ
も
祖
師
像
と
し
て
達
磨
大
師
像
、
伽
藍
神
と
し
て
華
光
菩
薩

像
が
セ
ッ
ト
で
製
作
さ
れ
る
が
、
唐
様
彫
刻
で
の
達
磨
像
は
金
地
の
法
衣
を

纏
っ
た
剃
髪
姿
で
髭
を
蓄
え
二
本
の
前
歯
を
見
せ
て
座
禅
す
る
姿
で
表
さ
れ

る
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
は
、
中
世
絵
画
で
み
た
剃
髪
姿
を
採
用
し
つ
つ
も
「
欠
歯

の
老
胡
」
像
の
特
徴
を
加
え
た
達
磨
像
の
新
様
と
考
え
ら
れ
、「
唐
様
彫
刻
」

の
特
徴
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
、
達
磨
彫
像
は
、
前
代
か
ら
引

き
継
が
れ
、
曹
洞
宗
を
中
心
に
広
ま
っ
た
朱
衣
を
頭
か
ら
被
る
達
磨
大
師
像

（
伽
藍
神
と
し
て
は
大
権
修
利
菩
薩
（
招
宝
七
郎
）
像
）
と
唐
様
彫
刻
に
み
ら

れ
る
剃
髪
姿
の
達
磨
大
師
像
（
伽
藍
神
と
し
て
華
光
菩
薩
像
）
の
二
種
類
が
登

場
す
る
こ
と
に
な
り
、
絵
画
、
彫
刻
と
も
に
達
磨
像
は
二
種
類
の
イ
メ
ー
ジ
が

備
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
本
来
な
ら
華
光
菩
薩
像
と
剃
髪
姿
の
達
磨
大
師
像
の
セ
ッ
ト

が
、
黄
檗
宗
（
臨
済
正
宗
）
末
寺
を
中
心
に
全
国
に
認
め
ら
れ
る
は
ず
だ
が
、

剃
髪
姿
の
達
磨
大
師
像
は
長
崎
・
晧
臺
寺
や
熊
本
（
天
草
）・
瑞
林
寺
な
ど
一

部
の
「
長
崎
系
」
唐
様
彫
刻
を
除
い
て
流
布
し
な
か
っ
た（

16
）。

　

例
え
ば
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
に
黄
檗
宗
と
な
っ
た
兵
庫
・
雲
松
寺
に

は
、
祖
師
像
と
し
て
達
磨
大
師
像
、
伽
藍
神
像
と
し
て
華
光
菩
薩
像
（
寺
伝
関

帝
像
）
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
華
光
菩
薩
像
は
本
山
萬
福
寺
華
光
菩
薩
像
を
模

倣
し
た
作
品
な
が
ら
、
達
磨
大
師
像
は
剃
髪
像
で
あ
る
萬
福
寺
達
磨
大
師
像
を

模
倣
し
て
お
ら
ず
、
朱
衣
を
頭
か
ら
被
り
二
本
の
前
歯
を
示
し
た
像
容
を
示
し

て
い
る
。
雲
松
寺
達
磨
大
師
像
は
萬
福
寺
十
八
羅
漢
像
の
う
ち
蘇
頻
陀
尊
者
像

を
も
と
に
達
磨
大
師
像
を
案
出
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

17
）。

ま
た
大
阪
・

法
雲
寺
（
黄
檗
宗
）
で
も
萬
福
寺
華
光
菩
薩
像
を
模
倣
し
た
華
光
菩
薩
像
と
と

も
に
安
置
さ
れ
る
の
は
、
達
磨
大
師
像
で
は
な
く
達
磨
大
師
の
生
ま
れ
変
わ
り

と
さ
れ
た
聖
徳
太
子
の
孝
養
倚
像
が
安
置
さ
れ
て
お
り（

18
）、

新
様
で
あ
る
は
ず
剃



八
丈
島
歴
史
民
俗
資
料
館
蔵
羅
漢
像
に
つ
い
て

七

髪
姿
の
達
磨
大
師
像
は
採
用
さ
れ
て
い
な
い
。

　

黄
檗
宗
末
寺
に
お
け
る
唐
様
彫
刻
の
達
磨
彫
像
が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
理
由

と
し
て
、
ま
ず
は
伝
統
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
の
朱
衣
を
頭
か
ら
被
る
達
磨
像

が
曹
洞
宗
を
中
心
に
広
ま
り
、
新
様
で
あ
る
剃
髪
姿
の
達
磨
像
と
の
表
現
が
あ

ま
り
に
も
異
な
り
、
同
一
人
物
と
し
て
受
け
入
れ
難
い
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
絵
画
で
表
現
さ
れ
た
眼
光
鋭
い
剃
髪
姿
で
上
半
身
の

み
が
描
か
れ
た
達
磨
図
と
正
面
を
向
き
剃
髪
姿
で
座
禅
を
組
む
達
磨
彫
像
の
イ

メ
ー
ジ
は
異
な
る
。
黄
檗
宗
（
臨
済
正
宗
）
と
い
え
ど
も
禅
宗
の
一
派
で
あ
り
、

曹
洞
宗
、
臨
済
宗
な
ど
と
共
通
す
る
祖
師
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
は

受
容
者
に
と
っ
て
も
甚
だ
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
新
た
な
造

形
を
生
み
出
す
ま
で
に
至
ら
な
か
っ
た
近
世
彫
刻
の
限
界
と
も
受
け
取
れ
る

が
、
萬
福
寺
十
八
羅
漢
像
の
像
容
が
唐
様
彫
刻
の
羅
漢
像
の
規
範
と
し
て
、
奈

良
・
王
龍
寺
像
や
石
川
・
天
徳
院
像
な
ど
広
く
採
用
さ
れ
て
模
刻
さ
れ
た
の
と

は
対
照
的
な
対
応
ぶ
り
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
と
め
に
か
え
て

　

以
上
の
状
況
の
な
か
で
、
八
丈
島
資
料
館
の
羅
漢
像
や
瑞
龍
寺
達
磨
像
を
み

る
と
、
剃
髪
姿
で
、
眉
を
寄
せ
て
目
を
見
開
き
、
し
か
も
前
歯
を
み
せ
て
「
欠

歯
の
老
胡
」
を
示
す
像
は
新
た
な
達
磨
彫
像
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
。
ま
た
「
外

套
」を
被
う
点
も
十
六
羅
漢
像
な
ど
に
み
ら
れ
る
明
末
清
初
彫
刻
の
一
特
徴
で
、

中
国
出
身
で
は
な
い
南
天
竺
国
香
至
王
の
第
三
王
子
と
さ
れ
る
イ
メ
ー
ジ
を
演

出
す
る
の
に
相
応
し
い
特
徴
と
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

近
世
彫
刻
に
お
け
る
唐
様
彫
刻
の
摂
取
の
な
か
で
、
達
磨
大
師
像
は
伝
統
的

な
頭
か
ら
朱
衣
を
被
る
達
磨
大
師
像
に
加
え
て
剃
髪
姿
の
達
磨
大
師
像
を
も
た

ら
せ
、
絵
画
と
彫
刻
と
の
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
を
も
た
ら
せ
た
。
し
か
し
な
が
ら

そ
の
新
様
は
日
本
で
ほ
と
ん
ど
受
容
さ
れ
ず
、
頭
か
ら
朱
衣
を
被
る
達
磨
坐
像

に
近
い
剃
髪
の
達
磨
像
を
追
求
す
る
。
そ
の
試
み
を
示
す
資
料
と
し
て
八
丈
島

資
料
館
の
羅
漢
坐
像
が
掲
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。

（
付
記
）

 

本
稿
は
二
〇
一
〇
年
一
一
月
一
七
日
に
開
催
さ
れ
た
関
西
大
学
東
西
学
術
研

究
所
研
究
例
会
で
の
発
表
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
研
究
例
会
の
席
上
で
は
多

数
の
方
か
ら
貴
重
な
ご
教
示
、
ご
指
摘
を
頂
き
ま
し
た
。
あ
つ
く
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

註（
1
） 　 

大
庭
脩
編
著
『
寶
暦
三
年
八
丈
島
漂
着
南
京
船
資
料
』（
関
西
大
学
東
西
学
術

研
究
所
資
料
集
刊
13
―

1
）
一
九
八
五
年
三
月
。

（
2
） 　 

大
庭
脩
『
漂
着
船
物
語
―
江
戸
時
代
の
日
中
交
流
―
』　

岩
波
新
書　

二

〇
〇
一
年
八
月
。

（
3
） 　

近
藤
富
蔵
『
八
丈
實
記
』
第
5
巻
（
八
丈
実
記
刊
行
会
編　

緑
地
社
）　

一
九

七
〇
年
三
月
。

（
4
） 　

そ
の
他
の
細
部
法
量
は
以
下
の
通
り
。

　
　

頂
―

顎 

八
・
二
㎝　

面
幅 

五
・
八
㎝　

耳
張 

六
・
五
㎝　

面
奥 

六
・
三
㎝　

胸
厚

（
左
） 
六
・
三
㎝　

腹
厚 

七
・
八
㎝　

膝
張 

一
七
・
八
㎝　

坐
奥 

一
二
・
四
㎝　

膝



八

高 

四
・
八
㎝　

像
最
大
幅 

一
九
・
六
㎝　

台
座
高 

一
三
・
〇
㎝　

台
座
幅 

一
〇
・

八
㎝

（
5
） 　

前
掲
注
（
3
）。

（
6
） 　

段
木
一
行
「
研
究
紀
要　

新
島
村
の
近
世
史
―
古
文
書
「
御
用
書
物
控
」
に

見
る
天
保
2
年
の
新
島
」『
平
成
18
年
度
新
島
村
博
物
館
年
報
』二
〇
〇
八
年
三
月
。

（
7
） 　

宮
田
安
「
釈
迦
三
尊
」『
長
崎
崇
福
寺
論
攷
』　

長
崎
文
献
社　

一
九
七
八
年
八

月
。

（
8
） 　
『
琉
球
国
由
来
記
』
伊
波
普
猷
他
篇
『
琉
球
史
料
叢
書
』　

名
取
書
店　

一
九
四

〇
年
一
二
月
。

（
9
） 　
『
国
宝
指
定
記
念　

瑞
龍
寺
展
図
録
』　

同
実
行
委
員
会　

一
九
九
八
年
四
月
。

（
10
） 　

な
お
、
朗
然
居
士
と
は
執
権
・
北
条
時
宗
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。（
山
梨

県
立
博
物
館
『
祈
り
の
か
た
ち
―
甲
斐
の
信
仰
―
』
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
）。

（
11
） 　
『
無
門
関
』
第
四
十
一
則
「
達
磨
安
心
」
に
「
無
門
云
ク
、
欠
歯
ノ
老
胡
、
十

万
里
ノ
海
ヲ
航
シ
テ
、
特
特
ト
シ
テ
来
ル
」
と
あ
る
。

（
12
） 　

文
化
庁
監
修
『
国
宝
・
重
要
文
化
財
大
全
4　

彫
刻
下
巻
』（
毎
日
新
聞
社　

一
九
九
九
年
七
月
）
に
よ
る
。

（
13
） 　

禅
刹
に
お
い
て
も
一
七
世
紀
後
半
か
ら
そ
れ
ま
で
の
頂
相
画
か
ら
い
わ
ゆ
る
頂

相
彫
刻
へ
の
変
換
が
図
ら
れ
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
客
殿
は
改
造
を
受
け
る
よ
う
に

な
る
。

（
14
） 　

大
権
修
利
菩
薩
像
に
つ
い
て
は
次
の
論
考
が
詳
し
い
。
二
階
堂
善
弘
「
海
神
・

伽
藍
神
と
し
て
の
招
宝
七
郎
大
権
修
利
」『
白
山
中
国
学
』
13
号　

東
洋
大
学
中

国
学
会　

二
〇
〇
七
年
一
月
。

（
15
） 　
「
本
朝
大
仏
師
正
統
系
図
并
末
流
」（
恩
賜
京
都
博
物
館
蔵
）『
東
洋
美
術
特
輯　

日
本
美
術
史
第
10
冊
』
飛
鳥
園　

一
九
三
三
年
一
一
月
。

（
16
） 　
『
仏
教
美
術
の
新
し
い
波
―
キ
リ
シ
タ
ン
以
後
の
天
草
の
仏
像
』　

熊
本
県
立

美
術
館　

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
。

（
17
） 　
『
特
別
展　

ふ
る
さ
と
の
み
ほ
と
け
―
播
磨
の
仏
像
』　

兵
庫
県
立
歴
史
博
物

館　

一
九
九
一
年
三
月
。

（
18
） 　

桜
井
敏
雄
・
大
草
一
憲
『
黄
檗
宗
寺
院
の
伽
藍
計
画
に
関
す
る
研
究
―
法
雲

寺
の
建
築
と
伽
藍
計
画
を
中
心
と
し
て
―
』　

美
原
町
教
育
委
員
会　

一
九
八

三
年
三
月
。



一
〇

About Arahat(Luohan) statue stored by Hachijyōjima Rekishi 
Minzoku Shiryōkan 八丈島歴史民俗資料館 (Museum for History 

and Folk Culture in Hachijyō Island)

HASE Yoichi

 Arahat (Luohan) statue in Hachijyōjima Rekishi Minzoku Shiryōkan八丈島
歴史民俗資料館 (the Museum for History and Folk Culture in Hachijyō Island) is 

known by its unique appearance of wearing cloak, though the details have not been 

clear by now.  Our research proves that this statue was created in China at the end 

of 17th century through structures and types. HachijyōJikki 八丈実記 (True 

Records in Hachijyō Island) mentions this statue as “Dharma達磨”.  As the statue 

shows front teeth, our observations also approve that this particular statue should 

be that of Dharma rather than Arahat.  Figures for Dharma can be roughly divided 

into one in a shape of sitting meditation with a Red Cloth pulling over from his 

head, and the other one with beard and a shaved head with his front teeth 

emearged.  Medieval fi gures for Dharma adopted the former image.  During the Edo 

period, temples and monasteries belonging to Soto branch enshrined the Dharma 

fi gure as well as the fi gure of Daiken Shuri Bosatsu 大権修利菩薩 , whereas those 

belonging to Obaku branch did the Dharma fi gure and the fi gure of Kakō Bosatsu 華
光 菩 薩 .  Temples and monasteries belonging to Soto branch adopted the former 

image of Dharma and it was fl ourished amongst Soto temples.  However, temples 

and monasteries belonging to Obaku branch which had strong Chinese features 

adopted the latter image of Dharma which, however, did not spread even amongst 

Obaku branch itself due to its eccentric appearance.  Under these circumstances, it 

would be likely to have invited the fi gure of Dharma which kept the appearance of 

the former image with some features of the latter image added.




